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概要

医育機関としての旭川医科大学は初期臨床研修及び後期臨床研修を行い､各専門診療

科において専門性の高い教育を行いつつも､地域の二次医療機関からの要請により医師

を派遣している。旭川医科大学が置かれている状況を既存統計から明らかにした上で、

引き続く高齢化に対して地域の（二次）医療機関が対応できない場合には、医学教育の

直面する困難がさらに深刻になる可能性があることを示した｡循環呼吸医療再生フロン

ティア講座で実施している地域医療実習をさらに推進するほか､地域の医療機関との教

育面での連携を強化する必要があると考えられる。
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